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TRAFFIC ADVICE [東京ガス（株）・安全運転指導員新規養成教育]

★交通安全活動をサポートする

２
月
１
日
、２
日
の
両
日
、
交
通
教
育
セ
ン
タ

ー
レ
イ
ン
ボ
ー
埼
玉
（
以
下
、
レ
イ
ン
ボ
ー
埼
玉
）

で
、東
京
ガ
ス
（
株
）（
本
社：

東
京
都
港
区
）
の

安
全
運
転
指
導
員
新
規
養
成
教
育
が
行
わ
れ
た
。

同
社
で
は
、業
務
で
車
両
を
運
転
す
る
場
合
は
社

内
ラ
イ
セ
ン
ス
の
取
得
が
必
要
に
な
っ
て
お
り
、

レ
イ
ン
ボ
ー
埼
玉
で
取
得
試
験
を
行
っ
て
い
る

（
取
得
者
約
５
０
０
０
名
）。
さ
ら
に
、
安
全
運
転

指
導
員
約
４
５
０
名
が
各
職
場
に
配
置
さ
れ
て
い

る
。
安
全
運
転
指
導
員
は
各
事
業
本
部
長
か
ら
任

命
さ
れ
、
そ
の
役
割
は
社
内
ラ
イ
セ
ン
ス
取
得
試

験
を
め
ざ
す
社
員
や
、
す
で
に
取
得
し
た
社
員
へ

の
添
乗
に
よ
る
安
全
運
転
指
導
で
あ
る
。
今
回
の

研
修
に
は
、
５
月
か
ら
新
た
に
安
全
運
転
指
導
員

と
し
て
任
命
さ
れ
る
予
定
の
21
名
が
参
加
し
た
。

「
こ
の
研
修
は
運
転
技
術
を
向
上
さ
せ
る
こ
と

が
目
的
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
職
場
で
添
乗
指
導
を

行
う
際
、
相
手
が
理
解
し
や
す
く
納
得
で
き
る
教

え
方
を
身
に
つ
け
て
も
ら
う
こ
と
が
ね
ら
い
で

す
」
と
東
京
ガ
ス
（
株
）
人
事
部
安
全
健
康
・
福

利
室
の
新
号
正
儀
さ
ん
は
話
す
。

１
日
目
の
午
前
は
、
レ
イ
ン
ボ
ー
埼
玉
の
コ

ー
ス
内
で
狭
路
走
行
と
車
庫
入
れ
・
縦
列
駐
車
。

２
人
１
組
で
ク
ル
マ
に
乗
車
し
、
交
互
に
運
転
を

行
い
、
運
転
者
の
安
全
確
認
の
ポ
イ
ン
ト
を
把
握

す
る
。
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
合
間
に
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー
が
「
狭
路
で
切
り
返
し
が
必
要
な
時
は
、
必

ず
一
度
止
ま
っ
て
周
囲
の
安
全
確
認
を
し
た
後
に

柳
河
精
機
（
株
）（
本
社：

東
京
都
府
中
市
）

は
四
輪
車
の
ト
ラ
ン
ス
ミ
ッ
シ
ョ
ン
等
を
製
造

し
て
い
る
会
社
で
あ
る
。
同
社
の
交
通
安
全
活

動
は
狭
山
工
場
（
埼
玉
県
）、
亀
山
工
場
、
鈴

鹿
工
場
（
い
ず
れ
も
三
重
県
）、
テ
ク
ニ
カ
ル

セ
ン
タ
ー
（
栃
木
県
）
の
各
事
業
所
が
主
体
と

な
っ
て
行
わ
れ
て
い
る
。
同
社
の
交
通
安
全
対

策
を
統
括
す
る
管
理
本
部
総
務
担
当
取
締
役
・

村
木
克
明
さ
ん
は
「
従
業
員
へ
の
交
通
安
全
活

動
は
、
ク
ル
マ
の
製
造
に
携
わ
る
企
業
と
し
て

当
然
の
こ
と
」
と
言
う
。

す
べ
て
の
事
業
所
で
実
施
し
て
い
る
取
り

組
み
の
１
つ
は
通
勤
時
間
帯
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

着
用
チ
ェ
ッ
ク
。
定
期
的
に
従
業
員
用
駐
車
場

の
入
り
口
付
近
で
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
着
用
し

て
い
る
か
ど
う
か
を
確
認
す
る
と
い
う
も
の
。

長
年
、
継
続
し
た
成
果
で
着
用
率
は
１
０
０
％

を
キ
ー
プ
し
て
い
る
そ
う
だ
。
ま
た
、
部
署
単

位
で
忘
年
会
等
を
開
催
す
る
際
に
は
、
幹
事
が

参
加
者
に
『
私
た
ち
は
飲
酒
運
転
を
絶
対
に
し

ま
せ
ん
』
と
い
う
誓
約
書
に
サ
イ
ン
し
て
も
ら

い
、
所
属
長
へ
提
出
す
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら

れ
て
い
る
。「
自
分
が
飲
酒
運
転
を
し
な
い
と

宣
言
し
、
そ
れ
を
参
加
者
全
員
で
共
有
す
る
こ

と
で
、飲
酒
運
転
防
止
が
徹
底
で
き
て
い
ま
す
。

当
た
り
前
の
こ
と
を
き
ち
ん
と
守
る
意
識
を
持

っ
て
も
ら
う
こ
と
が
事
故
防
止
に
は
重
要
で

す
」
と
村
木
さ
ん
は
話
す
。

事
業
所
独
自
の
取
り
組
み
と
し
て
は
、
亀

山
工
場
の
登
校
途
中
の
小
学
生
を
事
故
か
ら
守

る
活
動
が
あ
る
。
工
場
の
正
門
前
の
交
差
点
に

は
信
号
機
が
設
置
さ
れ
て
い
な
い
。そ
の
た
め
、

小
学
生
た
ち
と
通
勤
す
る
従
業
員
の
ク
ル
マ
が

事
故
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
に
20
年
以
上
前
か
ら

毎
朝
、
交
通
整
理
が
続
け
ら
れ
て
い
る
。

栃
木
県
に
あ
る
テ
ク
ニ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
で

は
、同
じ
工
業
団
地
の
会
社
が
協
同
で
作
る
芳

賀
町
工
業
団
地
連
絡
協
議
会
を
通
じ
て
活
動
を

行
っ
て
い
る
。同
協
議
会
の
交
通
安
全
防
犯
部

会
で
は
地
域
の
方
々
の
安
全
を
守
る
こ
と
を
目

的
に
年
４
回
、従
業
員
が
街
頭
に
立
ち
、通
行

中
の
ド
ラ
イ
バ
ー
に
安
全
運
転
を
啓
発
す
る
ビ

ラ
を
配
布
し
て
い
る
。
ま
た
、毎
年
１
回
、テ

ク
ニ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
の
従
業
員
２
名
を
ア
ク
テ

ィ
ブ
セ
ー
フ
テ
ィ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
パ
ー
ク
も
て

ぎ
に
派
遣
し
、危
険
回
避
を
中
心
と
し
た
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
も
行
っ
て
い
る
と
い
う
。

「
近
年
で
は
従
業
員
に
よ
る
交
通
事
故
は
、

ほ
と
ん
ど
起
き
て
い
ま
せ
ん
。
各
事
業
所
で
の

継
続
的
な
取
り
組
み
も
あ
り
、
従
業
員
に
安
全

意
識
が
浸
透
し
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
」
と

村
木
さ
ん
は
力
強
く
語
っ
た
。

相
手
が
理
解
し
や
す
く
納
得
で
き
る

指
導
方
法
の
習
得
を
め
ざ
す

●
企
業
／﹇
四
輪
﹈＝
ア
イ
サ
ン
ク
ス
、
ド
コ
モ
・
モ
バ
イ
ル
栃
木
テ
ク
ノ
セ

ン
タ
ー
、
エ
フ
テ
ッ
ク
、
オ
ー
ト
テ
ク
ニ
ッ
ク
ジ
ャ
パ
ン
、
ピ
ー
エ
ス
ジ
ー
、

シ
ョ
ー
ワ
、
本
田
技
術
研
究
所
四
輪
開
発
セ
ン
タ
ー（
栃
木
）、
本
田
技
研

工
業
埼
玉
製
作
所

●
一
般
／﹇
二
輪
﹈＝
Ｈ
Ｍ
Ｓ
初
級
・
中
級
の
各
コ
ー
ス
、
ト
レ
ッ
キ
ン
グ

フ
ァ
ー
ス
ト
・
セ
カ
ン
ド
の
各
ス
テ
ー
ジ
、
親
子
で
バ
イ
ク
を
楽
し
む
会

フ
ァ
ー
ス
ト
・
セ
カ
ン
ド
・
サ
ー
ド
の
各
ス
テ
ー
ジ

﹇
四
輪
﹈＝
Ｈ
Ｄ
Ｓ
初
級
・
中
級
の
各
コ
ー
ス

●
企
業
／﹇
四
輪
﹈＝
四
輪
企
業
研
修
、
セ
ー
フ
テ
ィ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
、

本
田
技
研
工
業

●
一
般
／﹇
四
輪
﹈＝
高
齢
者
講
習

●
企
業
／﹇
二
輪
﹈＝
セ
コ
ム
東
京
本
部
・
神
奈
川
本
部

﹇
三
輪
﹈＝
ヒ
ガ
・
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
ズ
、
綜
合
警
備
保
障
錦
糸
町
支
店
、

本
田
技
研
工
業
総
務
・
法
規
部

﹇
四
輪
﹈＝
東
京
ガ
ス
、
東
京
ガ
ス
オ
ー
ト
サ
ー
ビ
ス
、
コ
ー
プ
ネ
ッ
ト
、
東

京
キ
リ
ン
ビ
バ
レ
ッ
ジ
サ
ー
ビ
ス
、
視
察
体
験
会
、
セ
ー
フ
テ
ィ
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
、
チ
ー
フ
セ
ー
フ
テ
ィ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
、
ホ
ン
ダ
モ
ー
タ
ー

サ
イ
ク
ル
ジ
ャ
パ
ン
、
本
田
技
研
工
業
埼
玉
製
作
所

﹇
講
話
﹈＝
本
田
技
研
工
業
埼
玉
製
作
所

●
官
公
庁
／﹇
四
輪
﹈＝
川
越
市
消
防
団
、
川
島
町
消
防
団

●
学
校
／﹇
四
輪
﹈＝
ホ
ン
ダ
学
園

●
一
般
／﹇
二
輪
﹈＝
Ｈ
Ｍ
Ｓ
初
級
・
中
級
・
上
級
・
バ
ラ
ン
ス
フ
ァ
ー
ス

ト
・
バ
ラ
ン
ス
セ
カ
ン
ド
・
バ
ラ
ン
ス
ス
ペ
シ
ャ
ル
・
ナ
イ
ス
ミ
ド
ル
の
各

コ
ー
ス
、
親
子
で
バ
イ
ク
を
楽
し
む
会
フ
ァ
ー
ス
ト
・
セ
カ
ン
ド
・
サ
ー
ド

の
各
ス
テ
ー
ジ

﹇
四
輪
﹈＝
Ｈ
Ｄ
Ｓ
初
級
フ
ァ
ー
ス
ト
・
セ
カ
ン
ド
の
各
ス
テ
ッ
プ
、
車
庫
入

れ
マ
ス
タ
ー
コ
ー
ス

●
一
般
／﹇
二
輪
﹈＝
シ
ニ
ア
講
習
、
初
心
者
講
習
、
取
得
時
講
習
、
Ｈ
Ｍ

Ｓ
初
中
級
半
日
・
サ
ン
セ
ッ
ト
の
各
コ
ー
ス
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
レ
ッ
ス
ン

﹇
四
輪
﹈＝
シ
ニ
ア
講
習

●
企
業
／﹇
二
輪
﹈＝
ホ
ン
ダ
モ
ー
タ
ー
サ
イ
ク
ル
ジ
ャ
パ
ン
、
本
田
技
研

工
業
浜
松
製
作
所

﹇
四
輪
﹈＝
中
部
電
力
、
浜
松
ホ
ト
ニ
ク
ス
、
本
田
技
研
工
業
浜
松
製
作
所

●
一
般
／﹇
二
輪
﹈＝
高
齢
者
講
習
、
シ
ニ
ア
講
習
、
Ｈ
Ｍ
Ｓ
初
中
級
・
中

上
級
・
バ
ラ
ン
ス
・
レ
デ
ィ
ー
ス
・
ト
ラ
イ
ア
ル
入
門
・
オ
フ
ロ
ー
ド
入
門
・

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
レ
ッ
ス
ン
・
８
の
字
ス
ペ
シ
ャ
ル
・
バ
レ
ン
タ
イ
ン
ス
ペ
シ
ャ

ル
の
各
コ
ー
ス
、
親
子
で
バ
イ
ク
を
楽
し
む
会
フ
ァ
ー
ス
ト
・
セ
カ
ン
ド

の
各
ス
テ
ー
ジ
、
オ
フ
ロ
ー
ド
ミ
ニ
ス
ク
ー
ル

﹇
四
輪
﹈＝
高
齢
者
講
習
、
シ
ニ
ア
講
習
、
Ｈ
Ｄ
Ｓ
ス
ポ
ー
テ
ィ
＆
セ
ー
フ
テ

ィ
・
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
レ
ッ
ス
ン
の
各
コ
ー
ス

●
企
業
／﹇
四
輪
﹈＝
Ｋ
Ｔ
Ｃ
、
帝
人
デ
ュ
ポ
ン
、
中
部
電
力
、
オ
ー
ル
ホ

ン
ダ
、
本
田
技
研
鈴
鹿
製
作
所

●
官
公
庁
／﹇
四
輪
﹈＝
大
阪
地
方
検
察
庁
、
大
津
地
方
検
察
庁
、
横
浜
地

方
検
察
庁
、
高
松
地
方
検
察
庁
、
松
山
地
方
検
察
庁
、
東
京
税
関
、
神
戸

税
関
、
大
阪
税
関
、
名
古
屋
税
関
、
門
司
税
関
、
長
崎
税
関
、
函
館
税
関
、

沖
縄
税
関

●
一
般
／﹇
二
輪
﹈＝
Ｈ
Ｍ
Ｓ
初
級
・
中
級
・
上
級
の
各
コ
ー
ス
、
親
子
で

バ
イ
ク
を
楽
し
む
会
フ
ァ
ー
ス
ト
・
セ
カ
ン
ド
・
サ
ー
ド
の
各
ス
テ
ー
ジ

﹇
四
輪
﹈＝
ド
ラ
イ
ビ
ン
グ
ハ
イ
、
Ｈ
Ｄ
Ｓ
フ
ァ
ー
ス
ト
・
セ
カ
ン
ド
の
各
コ

ー
ス

●
企
業
／﹇
四
輪
﹈＝
九
州
電
力
本
店
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
九
州
、
仙
台
銘
板

●
一
般
／﹇
二
輪
﹈＝
Ｈ
Ｍ
Ｓ
初
級
・
中
級
の
各
コ
ー
ス

﹇
四
輪
﹈＝
Ｈ
Ｄ
Ｓ
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
コ
ー
ス

●
企
業
／﹇
二
輪
﹈＝
ラ
イ
デ
ィ
ン
グ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
、
ラ
イ
デ
ィ
ン
グ
ト
レ

ー
ナ
ー

﹇
四
輪
﹈＝
セ
コ
ム
九
州
本
部
、
西
日
本
シ
ス
テ
ム
建
設
、
東
京
エ
レ
ク
ト

ロ
ン
Ｆ
Ｅ
、
九
州
電
力
八
女
営
業
所
、
視
察
体
験
会
、
チ
ー
フ
セ
ー
フ
テ

ィ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
、
セ
ー
フ
テ
ィ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
、
ホ
ン
ダ
開
発
、

本
田
技
研
工
業
熊
本
製
作
所

●
官
公
庁
／﹇
四
輪
﹈＝
福
岡
地
方
検
察
庁
、
佐
賀
地
方
検
察
庁
、
那
覇
地

方
検
察
庁
、
熊
本
市
消
防
局
、
八
代
広
域
消
防
本
部
、
伊
万
里
地
区
安
全

運
転
管
理
者
等
協
議
会
、
上
天
草
地
区
安
全
運
転
管
理
者
等
協
議
会
、
多

良
木
地
区
安
全
運
転
管
理
者
等
協
議
会
、
八
代
地
区
安
全
運
転
管
理
者

等
協
議
会

●
一
般
／﹇
二
輪
﹈＝
Ｈ
Ｍ
Ｓ
初
級
・
中
級
・
上
級
・
ト
ラ
イ
ア
ル
入
門
・
オ

フ
ロ
ー
ド
入
門
の
各
コ
ー
ス
、
親
子
で
バ
イ
ク
を
楽
し
む
会
フ
ァ
ー
ス

ト
・
セ
カ
ン
ド
・
サ
ー
ド
・
体
験
の
各
ス
テ
ー
ジ

﹇
四
輪
﹈＝
Ｈ
Ｄ
Ｓ
初
級
・
ス
ポ
ー
テ
ィ
＆
セ
ー
フ
テ
ィ
の
各
コ
ー
ス

活
動
短
信
●
交
通
教
育
セ
ン
タ
ー
　
２
月

交
通
教
育
セ
ン
タ
ー
レ
イ
ン
ボ
ー
和
光

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
４
８
（
４
６
１
）
１
１
０
１

ア
ク
テ
ィ
ブ
セ
ー
フ
テ
ィ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
パ
ー
ク
も
て
ぎ

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
２
８
５
（
６
４
）
０
１
０
０

交
通
教
育
セ
ン
タ
ー
レ
イ
ン
ボ
ー
埼
玉

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
４
９
（
２
９
７
）
４
１
１
１

交
通
教
育
セ
ン
タ
ー
レ
イ
ン
ボ
ー
浜
松

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
５
３
（
４
３
７
）
５
５
５
１

交
通
教
育
セ
ン
タ
ー
レ
イ
ン
ボ
ー
浜
名
湖

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
５
３
（
５
２
７
）
１
１
３
１

鈴
鹿
サ
ー
キ
ッ
ト
交
通
教
育
セ
ン
タ
ー

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
５
９
（
３
７
８
）
０
３
８
７

交
通
教
育
セ
ン
タ
ー
レ
イ
ン
ボ
ー
福
岡

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
９
２
（
９
６
３
）
１
４
２
１

交
通
教
育
セ
ン
タ
ー
レ
イ
ン
ボ
ー
熊
本

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
９
６
（
２
９
３
）
１
３
７
０
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レインボー埼玉周辺の一般道路を走行して行わ
れた添乗指導。参加者は交代で運転し、最後に
各々の運転に対する講評を行った

狭路走行では切り返しをするためにバックす
る際の安全確認のポイントをインストラクタ
ーがアドバイス

研修では飲酒体験ゴーグルをかけて、酩酊状態の疑似体験も行われた

20年以上前から毎朝続けられている亀山工場の
正門前での交通整理

テクニカルセン
ターでは芳賀町
工業団地連絡協
議会の活動の一
環として年4回、
従業員が街頭で
安全運転を啓発
するビラを配布

バ
ッ
ク
を
開
始
す
る
よ
う
に
指
導
し
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
バ
ッ
ク
の
時
も
ミ
ラ
ー
し
か
見
て
い

な
い
人
に
は
、
自
分
の
目
で
も
安
全
確
認
を
す
る

よ
う
に
伝
え
ま
し
ょ
う
」
と
指
導
を
す
る
際
の
ポ

イ
ン
ト
を
ア
ド
バ
イ
ス
し
た
。

午
後
は
レ
イ
ン
ボ
ー
埼
玉
周
辺
の
一
般
道
路

を
走
行
し
て
、
添
乗
指
導
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
。
ま

ず
、
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
が
一
般
ド
ラ
イ
バ
ー
の

運
転
を
再
現
。
そ
れ
を
ク
ル
マ
の
中
（
ク
ル
マ
に

同
乗
）
と
外
（
ク
ル
マ
を
追
従
）
か
ら
観
察
し
、

講
評
す
る
。「
左
折
の
時
に
左
端
に
ク
ル
マ
を
寄

せ
て
い
な
か
っ
た
」「
ポ
ン
ピ
ン
グ
ブ
レ
ー
キ
を

使
っ
て
い
な
か
っ
た
」「
障
害
物
を
避
け
る
時
に

ウ
イ
ン
カ
ー
を
出
し
て
い
な
か
っ
た
」
な
ど
の
指

摘
が
あ
っ
た
。

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
は
「
講
評
す
る
場
合
は
、

相
手
の
運
転
の
中
で
良
か
っ
た
と
こ
ろ
を
ま
ず
ほ

め
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。
そ
う
す
る
こ
と
で
、
で
き

て
い
な
か
っ
た
部
分
に
対
す
る
ア
ド
バ
イ
ス
を
素

直
に
受
け
入
れ
て
く
れ
ま
す
」
と
、
相
手
に
話
を

聞
く
態
勢
を
と
っ
て
も
ら
う
こ
と
の
重
要
性
を
参

加
者
に
解
説
し
た
。
こ
の
後
、
参
加
者
が
交
代
で

同
じ
コ
ー
ス
を
走
行
し
、
各
々
の
運
転
を
講
評
し

合
っ
た
。

２
日
目
は
ブ
レ
ー
キ
ン
グ
や
反
応
回
避
、
低

ミ
ュ
ー
路
（
す
べ
り
や
す
い
路
面
）
体
験
、
社
内

ラ
イ
セ
ン
ス
取
得
の
た
め
の
認
定
コ
ー
ス
を
走
行

し
、
認
定
基
準
の
確
認
な
ど
が
行
わ
れ
、
研
修
は

終
了
し
た
。

社
内
ラ
イ
セ
ン
ス
取
得
者

へ
の
添
乗
指
導
は
原
則
的
に
、

２
年
に
１
回
行
う
こ
と
に
な
っ

て
い
る
が
、
そ
れ
以
上
実
施
し

て
い
る
安
全
運
転
指
導
員
も
い

る
そ
う
だ
。
新
号
さ
ん
は
「
職

場
で
の
安
全
運
転
を
リ
ー
ド
で

き
る
人
材
を
、
こ
れ
か
ら
も
育

て
て
い
き
た
い
」
と
言
う
。

●柳河精機（株）

安全意識は当たり前のことを
きちんと守ることで身につく

2月13日、日本青年館（東京都新宿区）にてホ
ンダ輸送グループ安全協議会の「平成18年度年間
無事故表彰式」が開催された。同協議会は、本田
技研工業（株）の製品輸送業務に携わる日本梱包
運輸倉庫（株）、ホンダ運送（株）、（株）ホンダロジ
スティクスの3社で構成され、｢プロドライバーと
して模範となるマナーと技術のレベルアップで
交通社会を先導する｣をスローガンに掲げ、目標
を｢ホンダ輸送グループとその協力会社が一体と
なって交通事故『ゼロ』を目指す｣に設定し、教
育・指導・広報活動を行い、安全運転の啓蒙と意
識高揚を図っている。

●ホンダ輸送グループ安全協議会年間無事故表彰式

輸送の現場から
「交通事故『ゼロ』を目指す」

NEWS REVIEW

毎年、同協議会は無事故の会社を対象に表彰
し、複数の会社が無事故の場合は1車当たりの無
事故走行キロ数の長い会社を1位としている。今年
度は、（株）ホンダロジスティクスが1位に選ばれ、吉見
幹雄・本田技研工業（株）専務取締役 安全運転普
及本部本部長から石田良紀・（株）ホンダロジスティ
クス代表取締役社長に年間優勝杯が授与された。
表彰後、吉見専務が「今後も限りなく加害、被
害ともに交通事故ゼロをめざした活動を展開し
ていただきたい」と祝辞を述べた。また、石田社長
は「輸送の現場に出向き、ドライバーとのコミュ
ニケーションを通して、知恵を出し合いながら、
安全運転をより確実に定着させる活動に取り組
んでいきたい」と抱負を語った。

交通安全活動を広げる

SAFETY
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